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願採択。 

 

 

１０月オープンへ工事中のウェルネスプラザ・多目的公園整備工事

の請負契約の変更につて締結のための議案が５月２７日開会の議会に

提案されました。「プラザ」と公園の工事は、昨年４月２５日の臨時議

会の契約の議決に基づき、すでに工事に着手しているものです。 

  地方自治法・取手市条例違反 

昨年のこの追加工事で、予算の増額が必要となりましたが、市長は、

法律と条例で必要とされている変更契約の議決なしに、議会全員協議会

の報告だけで工事を続行しました。党議員団は、繰り返し違法性を正し

てきました。 

それから１年後の今議会への上程は、契約（予算）増額変更のための

もので、明らかに地方自治法及び取手市の条例に違反するものです。日

本共産党はあらためてこうした市長の姿勢をただしていきます。 

  指定管理者にシダックスとコナミスポーツ提案 

補正予算には、１０月オープン準備のための予算（１８７１万円）と民間に管理・

運営の代行を依頼するための予算６８２５万円（指定管理料半年分）等も計上されて

います。とりで健康づくりパートナーズ（シダックス大新東ヒューマンサービス㏍・

㏍コナミスポーツ＆ライフ）を指定管理者に指定する議案が出されましたが、肝心の

審議の為の必要資料は示されておりません。そのため党議員団は、審議に必要な資料

提出を要求しています。 

日本共産党議員提案 野々井・藤代保健センター存続へ 

野々井・藤代保健センターは９月に廃止、ウェルネスプラザに統合する予定です。

日本共産党は、保健センター統合を中止し、住民の身近な現在地での２つのセンター

存続へ議員提案を行います。 

■髙木晶市委員長  ■上野たかし県議 

■加増みつ子市議  ■遠山ちえ子市議 

■鈴木きよし市議  ■関戸 勇  市議 

■小池えつ子市議 

西口開発 (ウェルネス )住民訴訟  

 西口駅北側の公有地（取手市・茨城県）

を格安で売却し、損害をもたらした取手市

長を被告に、損害額の返還を求め市民らが

提訴して２年。被告藤井信吾市長ら９人の

証人尋問の申請もあり裁判は間もなく山

場を迎えます。 

５月２７日から６月１１日までの会期で行われ

る６月定例議会。５議席に前進した日本共産党市議

団は、平和、くらし、街づくり・産業活性化などの

提案とあわせて「ウェルネスプラザ」や市が移管し

た「私立保育園」、違法土砂の埋め立て問題など市

長の姿勢をただします。 

 

 

 

 

〈主な利用料の一例〉 

● ホール   ３６,０００円／１日(平日) 

(400 名収容) ４３,２００円／１日(土日祝) 
(入場無料の時) 

● トレーニングジム   ５００円／１回 

● キッツプレイルーム  １００円／１時間 

● 市が新設した駐車場  ２５０円／１時間 

(これまで取手市公共施設の駐車場はすべて無料
です｡プラザ近辺の駐車料金は１時間200円も) 

 

 

 

 取手駅の乗降客は、１日５万人超。利用者の切実な要求に、

国土交通省も取手駅をバリアフリー未完成駅と認め、早期整備

が必要としてきました。今議会、補正予算に調査委託料が計上

されたことに、期待の声が寄せられています。 

  ＜住民と日本共産党の取り組み＞ 

 取手駅東口改札閉鎖と駅前交番の廃止につながる「橋上駅舎

と東西自由通路」の整備計画（総事業費約３５億円）。これに

対し、「東口改札閉鎖反対、駅前交番守れ、２本目の東西通路

より、東口構内バリアフリー化を」との住民と日本共産党の運

動が取り組まれました。H２２年２月ＪＲと取手市は同計画の

中止を発表しました。 

 

 

(これまでの経過) 

H２２年３月 「取手駅東口構内のバリアフリー化」を求める請

願採択。 

６月 国土交通省に取手駅バリアフリー化促進の要望。 

８月 ＪＲ東日本東京支社に要望署名２１２４筆（代表

取手駅東側１３町内会・自治会等）届け要望。 

H２５年６月 「早期バリアフリー化をＪＲに求めてください」

と取手市長に要請。 

７月 ＪＲ東日本東京支社に要望書名２６４６筆（代表

とりで生活と健康を守る会等５市民団体と日本共

産党） 

建設進むウエルネスプラザ（取手駅西口） 
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２６
日
、
日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
代
表
質
問
で
、
憲

法
９
条
を
破
壊
す
る
３
つ
の
大
問
題
を
指
摘
し
、「
日
本
を
海

外
で
戦
争
す
る
国
」
に
作
り
替
え
る
も
の
だ
と
安
倍
首
相
の

基
本
姿
勢
を
正
し
ま
し
た
。 

３
つ
の
問
題
点
と
安
倍
首
相
の
答
弁 

① 

米
国
が
戦
争
に
乗
り
出
し
た
際
、
世
界
の
ど
こ
で
あ
れ
自

衛
隊
が
「
戦
闘
地
域
」
ま
で
行
っ
て
軍
事
支
援
を
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
。 

安
倍
首
相=

可
能
性
を
認
め
た 

② 

Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
際
平
和
維
持
活
動
）
法
の
改
定
に
よ
り
国
連

が
統
括
し
な
い
も
の
で
も
、
武
器
を
持
っ
た
治
安
維
持
活

動
を
可
能
に
す
る
の
か
。 

安
倍
首
相
＝
「
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
不
明
」
と
回
答
を
回
避 

 ある作家が「今が

引き返せぬ地点だ」

と言っています。同

感です。その今の地

点に立って、各地で

沖縄で、国会前で「戦

争法案許すな」の熱

いコールが広がって

います。どんな美句

を重ねても、本命は

9 条破壊です。その

ことに多くの人が気

付いて、なんとして

もこの暴走をストッ

プさせたい。 

 幾百万の尊い命を

奪った戦争責任をう

やむやにして、ポツダ

ム宣言に目をつぶる

侵略戦争の推進者の

孫を中心に、日本を再

び戦争する国にする

戦争法案が、多数の力

で国会を通ろうとし

ています。私たちの生

存権を脅かす暴挙に

国民の怒りが高まっ

ています。世論の盛り

上がりでこの法案を

阻止しましょう。 

本気で怒ろう 

 いま、本気

で怒ろう。 

 いま、声を

上げよう。 

 いま、沖縄

と連帯して、

戦争法案を葬

り去ろう。 

 未来への、

私たちの責任

だ。 

 

日
本
を
「
戦
争
す
る
国
に
し

て
は
な
ら
な
い
」
憲
法
９
条
を

守
れ
と
「
戦
争
法
案
」
の
廃
案

を
求
め
、
全
国
の
運
動
と
連
帯

し
て
取
手
か
ら
も
発
信
し
よ

う
と
、
国
に
対
し
て
意
見
書
提

出
を
求
め
た
請
願
書
で
す
。 

こ
れ
ま
で
市
議
会
で
は
、

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
、
「
集
団
的

 

請
願
の
主
旨
は
、
市
立
戸
頭

東
保
育
所
を
民
営
化
し
た
金

澤
克
仁
市
議
の
親
族
が
運
営

す
る
「
小
瀬
福
祉
会
戸
頭
東
保

育
園
」
で
起
こ
っ
た
幼
い
子
ど

も
へ
の
虐
待
の
疑
い
や
不
正

経
理
の
実
態
把
握
、
同
議
員
の

政
治
倫
理
条
例
違
反
疑
惑
の

解
明
な
ど
を
調
査
す
る
１
０

０
条
委
員
会
設
置
を
求
め
る

請
願
で
す
。
共
産
党
は
こ
の
問

自
衛
権
行
使
容
認
す
る
解
釈

改
憲
を
行
わ
な
い
こ
と
」
を
国

に
対
し
求
め
た
意
見
書
等
を

県
下
で
先
駆
け
て
提
出
し
て

い
ま
す
。 

 

６
月
３
日
午
後 

総
務
文

教
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ

ま
す
。 （

紹
介
議
員 

鈴
木
潔
） 

題
の
是
正
を
求
め
、
市
議
会
で

も
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
５
月
２５
日
政
治
倫
理

審
査
会
に
同
内
容
で
調
査
請

求
が
出
さ
れ
、
翌
２６
日
に
は
新

聞
各
紙
が
報
道
し
ま
し
た
。 

６
月
４
日
午
後 

福
祉
厚

生
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ

ま
す
。 

（
紹
介
議
員 

関
戸 

勇
） 

平
和
か
戦
争
か
の
岐
路
に
あ
る
今
、
取
手
か
ら

も
「
戦
争
法
案
」
反
対
の
声
を
上
げ
よ
う
と
取
手

市
議
会
に
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

が
市
議
会
に
出
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
民
間
委
託
し
た
私
立
保
育
園
の
運
営
問

題
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
、
百
条
委
員
会
を
市

議
会
に
設
置
す
る
よ
う
求
め
た
請
願
も
３
名
の

市
民
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。 

２６
日
、
衆
議
院
で
米
国
が
起
こ
す
戦
争
に
自
衛
隊
が
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
参
戦
・
支
援
す
る
た
め
の
戦
争
法
案
が
、

審
議
入
り
し
ま
し
た
。
法
案
は
自
衛
隊
法
や
周
辺
事
態
法

な
ど
現
行
１０
法
を
大
転
換
す
る
一
括
改
正
法
と
、
国
際
平

和
支
援
法
（
派
兵
恒
久
法
）
の
２
本
。
４
月
に
改
定
し
た

日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
法
制
化
す
る
も
の
で
、
今
国
会
で

一
気
に
強
行
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

③ 

国
際
法
違
反
の
侵
略
行
為
で
あ
る
先
制
攻
撃
を

米
国
が
行
っ
た
場
合
で
も
、
集
団
的
自
衛
権
の
発

動
は
あ
り
う
る
の
か
。 

安
倍
首
相
＝
「
政
府
が

客
観
的
・
合
理
的
に
判
断
す
る
」
と
否
定
せ
ず
。 

 

志
位
委
員
長
は
、
「
こ
ん
な
異
常
な
米
国
追
随
は

日
本
だ
け
。
米
国
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
集
団
的
自
衛

権
を
発
動
す
る
の
は
明
ら
か
だ
」
と
批
判
。「
憲
法
違

反
・
戦
後
最
悪
の
法
案
は
、
徹
底
審
議
廃
案
に
す
る

し
か
な
い
」「
国
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
阻
止
に
全
力

を
挙
げ
る
」
と
し
ま
し
た
。 

「戦争法案反対署名行動」取手駅西口＝５月２７日 


